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平成 25 年 1 月期通期業績予想値と実績との差異に関するお知らせ 

 

 平成 24 年 11 月 30 日付当社「平成 25 年 1 月期 第 3 四半期決算短信（非連結）」において発表いたしました

平成 25 年 1 月期通期（平成 24 年 1 月 21 日～平成 25 年 1 月 20 日）の業績予想について、下記のとおり実績と

の差異が生じましたためお知らせいたします。 

 

記 

 

1．平成 25 年 1 月期 業績予想と実績の差異等 

（平成 24 年 1 月 21 日～平成 25 年 1 月 20 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 

当期純利益 

前回予想（A） 

（平成24年11月30日発表） 

     

2,794 

      

117 

      

122 

      

70 

円銭

16.10

今回修正（実績）（B） 2,851 155 160 93 21.23

増減額（B-A） 57 38 38 23 5.13

増減率 2.0% 32.5% 31.1% 32.9% 31.9% 

（ご参考）前期通期実績 

（平成 24 年 1月期） 
 

2,840 

 

293 

 

293 

 

171 

 

39.18

 

  

2. 予想との差異の理由について 

当初の通期業績予想時におきましては、年末商戦での玩具全般市場は極めて不透明で、競合各社の値引き等で

左右される可能性も大きく、業績回復傾向は限定的と見て通期売上高は前年を下回る見通しでおりました。しか

し、年明けの年始商戦では年末商戦の沈滞ムードを跳ね返す様相を見せ、流通過剰在庫も殆どなかったことから、

補充注文が活発となりました。また、前期末にはタイの洪水で米国向け供給を絶たれた海外輸出売上が、当期は

順調に推移し、当期最終月の 1 月度も好調であったことから、結果、通期売上高は 28 億 51 百万円となり、前期

実績を僅かに超えました。 

売上高が予想を上回ったことで、営業利益、経常利益および当期純利益も予想を上回る結果となりました。 

 

以上 


